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「肉となれる神」

（ヨハネ1:14～18）

挽地茂男
2018.12.30 日本基督教団千歳丘教会

クリスマス礼拝・祝会ともに、

神さまの祝福の内に終わりまし

た。教会の暦では１２月２５日の

「降誕日」から１月６日までを降

誕節〔聖公会、ルーテル教会〕と

呼び、１月６日を一応クリスマス

シーズンの終わりと考えておりま

す〔実は、日本基督教団と RC で

は受難節の始まる“灰の水曜日”

までが降誕節〕。紀元３世紀頃ま

では東方の教会では１月６日にク

リスマスが祝われておりました

が、４世紀に東西教会の合意に基

づき、西方の教会が守っておりま

した１２月２５日を降誕日と定め

ました。その結果、従来東方教会

のクリスマスであった

１月６日は「公現日」(顕

現日)と名前を改め、主

イエスが公に現れた日、

八日目の割礼や、主イ

エスの洗礼などを記念

する日となりました。また西方の

教会では幼子イエスへの東方の三

博士の訪問と礼拝が記念の中心と

なり、異邦人に対する主の顕現と

して祝われるようになりました。

しかしながら東方の教会では、例

えば一部のロシア正教などでは、

現在でも１月６日にクリスマスを

祝うところがございます。

何はともあれ今日は２０１８年

最後の礼拝です。礼拝では、アド

ベントの第１週から少しずつ小刻

みに「ロゴス賛歌｣(1:1-18)を学

んでまいりました。「ロゴス賛歌｣

と言われても、はじて耳にされる

方もおられるかもしれません。繰

り返し申し上げることになります

が、１章１－１８節には「言」と

いう単語がたくさん出てまいりまし

て、ギリシア語で「言」のことを「ロ

ゴス」と言いますので、この箇所

を通称「ロゴス賛歌」と呼んでお

ります。またこの「ロゴス賛歌」

は、最近の研究では、当時、実際
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に讃美歌として歌われていたと考

えられております。カトリックの

フランシスコ会訳聖書ではこの箇

所を、

①１章１－５節を「賛歌１番」、

②１章６－８節に「洗礼者ヨハ

ネの証し(1)」

③１章９－１４節を「賛歌２番」、

④１章１５節に「洗礼者ヨハネ

の証し(2)」

⑤１章１６－１８節を「賛歌３

番」とそれぞれに小見出しをつけ

て翻訳しております。「ロゴス賛

歌」は、当時使われていた讃美歌

に「洗礼者ヨハネの証し」を組み

合わせて、全体として「賛歌」で

「洗礼者ヨハネの証し」をはさみ

こんだ（ダブル・サンドイッチ状

の／ダブル・チーズバーガーのよ

うな）構成になっています。

わたしたちはアドベントの第１

週に、「初めに言があった」の「言」

「ロゴス」を、２つの翻訳聖書(最

古の日本語訳であるギュツラフ訳

聖書および気仙語訳聖書)と、旧

約の「箴言」、外典の「知恵の書」

を参照しながら、神さまの「思い」

と翻訳できる可能性を温ねまし

た。「初めに神さまの思いがあっ

た」(気仙語訳「初(はす)めに在っ

たのァ神様の思いだった」)。世界

と人間と歴史が存在する前に、神

さまの「思い」があった。先週は

その神さまの「思い」を、１４節

の「言は肉となって、わたしたち

の間に宿られた」という所まで追

いかけました。「言」を神さまの

「思い」に直しますと、「神さま

の思いは肉となって、わたしたち

の間に宿られた」となります。イ

エス・キリストは神さまの「思い」

そのものなのです。

加えて先週は、その「思い」を

より感覚的に理解するために、神

さまの「思い」に善きサマリア人

の「思い」を重ねたのでした。強

盗に襲われて半死半生で道ばたに

投げ出された旅人を見つけて――

相手が自分たちを軽蔑するユダヤ

人であるにもかかわらず――彼の

もとに駆け寄り、助け介抱したサ

マリア人の「思い」と、主イエス
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がこの世に下った「思い」とを重

ねたのでした。神は人間を見捨て

ておけなかったのです。「神は、

その独り子をお与えになったほど

に、世を愛された。独り子を信じ

る者が一人も滅びないで、永遠の

命を得るためである」(3:16)。人

生の旅人――旅の途上で時に痛手

を負い前進不能となる旅人――で

あるわたしたちに、神は「思い」

を寄せておられるのです。これが

キリスト生誕に込められた神の

「思い」だったのです。そしてこ

れがわたしたち人間の価値を測る

唯一の正確な尺度なのです。わた

したちは「神が愛された世」つま

り「神が愛された者」なのです。

これ以外の尺度はありません。そ

の人の能力も、経歴も、業績も、

家柄も、絶対的なものではありま

せん。しかし誰がなんと言おうと、

人は神の愛する存在(対象)なので

す。わたしたちが自分をどれほど

愛せなくても、また愛さなくても、

そうなのです。福音のメッセージ

は、すべてここから、この神さま

の「思い」から始まるのです。

神さまの「思い」をここまでた

どってくると、言が「肉となる」

という考え方をさらに当時の環境

世界と対照させて、２つの側面か

らその「思い」を理解しておきた

いと思います。

第１は、聖書に出てくるもう一

つの「賛歌」を取り上げる必要が

あります。それは今年の１月に学

びましたフィリピの信徒への手紙

２章の「キリスト賛歌」です。キ

リストは神の身分を捨てて、人に

なった、とパウロは語ります。そ

してこの賛歌を学んだときに、日

本のキャリア官僚の出世コースを

紹介して、古代ローマにも同じよ

うな出世コースがあったことを紹

介しました。それは古代のラテン

語で「クルスス・ホノールム」

(cursus honorum) ､「名誉のコース」

「名誉のキャリア」と呼ばれてい

ました。ローマ市民権を持ってい

れば、平民でも実力があればこの

コースを上って行けたのです。代

表 的な 官 職 名 では 、① 護 民官

民会で政務官（財務官、按察官、法務官、および執政館）を選出
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（tribunus plebis 平民を保護、平
プレブス

民会から選出。経験者は［終身の］

元 老 院 議 員 に ) 、 ② 財 務 官

（quaestor: 30歳以上、ローマま

たは属州における財務責任者）、

③按察官（aedilis:36歳以上､公共

建築の管理､祭儀の管理､市場の監

督）、④法務官（praetor: 39歳以

上で、財務官または按察官の経験

者。法務および他の政治的責任）、

⑤執政官（ consul:元老院で最上

の職位。平民［プレブス］出身者

は42歳、ローマ貴族[パトリキ]の

出身者は40歳以上｡市の政治上､軍

事上の責任と重要な属領の統治の

責任を負う）。

クルスス・ホノールム「名誉の

キャリア」「名誉のコース」は、

共和政ローマ期及び初期の帝政ロ

ーマ期の、政治的・社会的な野心

を持ったローマ人（主にノビレス

[新貴族]階級の者）が、最高の官

位（である執政官就任）に至るま
コ ン ス ル

での取るべき進路を示します。ロ

ーマ市民にとって「名誉のコース」

をたどって公職を務めることは、

社会的名誉を達成することによっ

て確認される、彼らの存在意義に

関わることだったのです。また社

会的名誉を追求するローマ社会に

おいて、右肩上がりで上昇してい

く「名誉のコース」という発想形

態は、個々人から小集団や結社

(collegia)などの地域組織まで広

ま っ て い た の で

す。パウロは、こ

の発想法を背景に

して「キリスト賛

歌」を語っている

のです。

オクタウィアヌス

（後の皇帝アウグス

トゥス）は、実に巧

みに共和制ローマ

期の公職のキャリ

ア・コースを駆け

上がって行った人

です。彼の養父で

ありましたシーザー(カエサル、

Julius Caesar, c.100-44 BC) も巧みに

共和制ローマ期の公職のキャリア

･コースを駆け上がって行った人

でして、彼の公職の職歴(経歴)が

残っております。彼はまず財務官
クァエストル

（紀元前69年､31歳）、按察官（紀
アエディリス

元前65年､35歳）､そして法務官(紀
プ ラ エ ト ル

元前63年､37歳)と公職を歴任し、

紀元前59年(41歳)に、ついに最高

位の政務官である執政官に上り詰
コ ン ス ル

めます。右肩上がりにキャリアの

初代皇帝アウグストゥス

シーザー(カエサル)
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階段を上っていったのです。

ローマの元老院は、この卓越し

た政治的指導者となったシーザー

(カエサル)を「神」と呼びました。

そして彼の養子となった後の初代

ローマ皇帝アウグストゥスは、当

然のように「神の子」と呼ばれた

のです。この時代に「神の子」と

言えば、まずはローマ皇帝を意味

していたのです。この「神の子」

と呼ばれたローマ皇帝アウグスト

ゥスが人口調査の勅令を下した時
ケ ン ス ス

代に、主イエスは、花の都ローマ

とは対照的な、ローマ帝国の辺境

の地ユダヤのベツレヘムの馬小屋

に生まれたのです。

フィリピ書の「キリスト賛歌」

が語るキリストは、シーザー(カエ

サル)やアウグストゥスがたどった

右肩上がりで上っていく名誉のコー

ス（クルスス･ホノールム）とは反対

の、逆のパターンをたどります。フ

ィリピ書２章６－１１節。

ローマの元老院

キリストは

①神の身分（形 morfh,）でありな

がら（o]j evn morfh/| qeou/ ùpa,rcwn）

② 神と等しい者であることに固

執しようとは思わず（ouvc àrpagmo.n

hg̀h,sato to. ei=nai i;sa qew） キリスト

は上らずに降りてきます。

③かえって自分を無にして（avlla.

eàuto.n evke,nwsen）

④ 僕の身分（形 morfh,）になり

（morfh.n dou,lou labw,n）

⑤人間と同じ者になられました。

人 間 の 姿 で 現 れ （ evn om̀oiw,mati

avnqrw,pwn geno,menoj: kai. sch,mati

eùreqei.j ẁj a;nqrwpoj）

⑥ へ り く だ っ て （ evtapei,nwsen

eàuto.n）どんどん下がっていきま

す。

⑦ 死に至るまで、それも十字架

の死に至るまで従順でした

（geno,menoj ùph,kooj me,cri qana,tou(

qana,tou de. staurou）

右肩下がりの（下降的な）方向

をとります。キリストは名誉のコ

ースとは逆のコースをたどるので

す。キリストの不名誉のコース（ク

ルスス･プドールム cursus pudorum）

と言っていいでしょうか。そして

ヨハネによる福音書は、キリスト

は「自分の民のところへ来たが、
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民は受け入れな

かった」(1:11)

と語るのです。

当然かもしれま

せん。誰が社会

の敗残者を受け

入れるでしょうか。しかし人類の

救いにとって、敗残者にしか見え

ない一つの生涯が必要だったので

す。神はキリストのたどった下りの

コースの生涯をよしとした、とフィ

リピ書は語ります。２章９－１１節。

2:9 このため、神はキリストを高

く上げ、あらゆる名にまさる名を

お与えになりました。2:10 こう

して、天上のもの、地上のもの、

地下のものがすべて、イエスの御

名にひざまずき、2:11 すべての

舌が、「イエス・キリストは主で

ある」と公に宣べて、父である神

をたたえるのです。

第２は、ヨハネやパウロを含む

当時のキリスト教を取

り巻いていたヘレニズ

ム（汎ギリシア）文化

〔アレクサンドロス大

王の遠征によって生み

出された、ギリシア文

化の汎化と土着文化と

の融合〕の思想的な側

エル・グレコ「福音書記者ヨハネ」

面です。この思想は、肉体と霊魂

とを分けて考える、いわゆる「霊

肉二元論」と呼ばれる考え方です。

「健全な精神は健全な身体に宿る」

とわたしたちでも言うように、精

神と身体、心と体、霊魂と肉体を

分けて考えることはそれほど珍し

いことではありません。

しかしギリシアの思想や宗教の

中には、かなり徹底した「霊肉二

元論」がでてまいりまして、まる

で肉体を悪の根源、罪の源泉のよ

うに考える思想や宗教も少なくあ

りません。この思想では、肉体が

否定的なもの、劣位にあるものと

してとらえられます。それゆえ多

くの宗教が、霊魂の肉体からの解

放という形で宗教の究極目標(救

い)を語ります。肉体をもって生

きるということは、生やさしいこ

とではありません。肉体は疲れ、

衰え、傷み、病み、朽ちていくの



- 7 -

です。そして、わたしたちは肉体

を持つ限り、いくら善を行おうと

しても、また清く生きようといく

ら決心を繰り返しても、ずるずる

と後戻りしてしまうのです。「肉

体は魂の牢獄である」と言ったの

は、かのプラトンでした(『パイ

ドン』82E)。パウロも「肉の人に

死んで、霊の人に生まれ変わる」

「古い人に死んで、新しい人に生

まれ変わる」と申しました。パウ

ロも肉の呪縛に苦しんだのです。

肉からの解放として救いが求めら

れました。

一つ例をご紹介します。古代ギ

リシアのオルフェウス教という宗

教で出てくる「霊肉二元論」に基

づいた神話です。ギリシア神話は

抽象概念を分かりやすく説明する

ために使われることがよくありま

す。この神話もそうです。その神

話は「ザグレウス神話」といいま

す。〔ギリシアの神話は、１つの

神話がいくつかのヴァージョンに

枝分かれし、よく似た話でも細部

に違いが出てくる場合があるので

すが〕この神話の概要はこうです。

ギリシアのオリュンポスの主神

（最高神）ゼウスは自分の妻、神

のお妃であった(神妃)ヘーラーの

実の母レアーと交わり、娘ペルセ

ポネーが生まれます。〔なかなか

おどろおどろしいのですが、お許

しください。〕ペルセポネーが成

長して、その美しさに周囲が目を

見張るようになりますと、ゼウス

はついに、自分の思いを抑えてお

くことが出来ず、蛇に化けて(化

身して)ペルセポネーに近づき、

思いを遂げてしまいます。ペルセ

ポネーは身ごもり、子を産みます。

悲劇の神の子ザグレウスの誕生で

す〔ザグレウス

は単にデーメー

テールとの間に

産まれた子とい

う神話系統もあ

る〕。ゼウスは

我 が 子 ―― 孫 で

も あ り ま す が

―― ザ グ レ ウ ス

に世界の支配を

託すつもりでいたのですが、とこ

ろが、ゼウスの妻神妃へーラーが

嫉妬の炎を燃やします。嫉妬に狂

ったヘーラーはザグレウスを亡き

者にしようと図ります。ヘーラー

はティタン(族)（地底の神・悪魔）

〔ティタンは英語読みでタイタン、

巨人を意味します〕を唆かし、ザ

イシス・ペルセポネー像



- 8 -

グレウスを襲わせます。ザグレウ

スはティタンの手を逃れて、数々

の動物に変身して抵抗しますがつ

いに――牛になったとき――捕らえ

られてティタンに食われてしまい

ます。食べ始めたところに、もう

一人の神アテナ〔アテネの守り神〕

が通りかかり、一大事とばかりに

割って入り、体の一部をむんずと

つかんで取り返しますが、ザグレ

ウスはティタンに八つ裂きにされ

食われてしまいます。一方アテナ

は、奪い返した体の一部――心臓

――をもってゼウスに事態を告げ

ます。アテナの報を受けたゼウス

は怒り立ってティタンを雷火で撃

って焼き殺します。雷火に焼かれ

て山のように残ったそのティタン

の灰の中から、やがて人間が生れ

てきたのです。

つまりこの神話は、人間が２つ

の要素から成っている、と言おう

としているのです。つまり１つは

ティタンの要素、悪魔的、魔的な

要素。どんな善良な人間にも潜ん

でいる、魔的な要素です。もう１

つはザグレウスの要素、神の子の

要素です。このティタンはザグレ

ウスを食べてしまったがゆえに、

ふつうのティタンとは違う、ザグ

レウスと結びついたティタンなの

です。オルフェウス教の神話では、

ティタンの要素を肉体、ザグレウ

スの要素を霊魂(魂)と読み替えま

す。わたしたちの霊魂(魂)はティ

タンにとらえられた、神の子ザグ

レウスのように、肉体の中で神の

世界を憧れて、清き世界に行こう

としてもがいている、と説明され

るのです。この人間理解に基づい

てオルフェウス教の祭儀が営まれ

ます。

オルフェウス教の「霊肉二元論」

は神話として説明されるとかなり

強烈なイメージを与えますが、「霊

肉二元論」自体は当時の世界では

一般的な考え方だったのです。肉

体に対するこのような考え方を背

景に置くと、「神が肉体をとる」

という思想は、当時の通念からす

れば、むしろ躓きでありナンセン

スだったのです。神があえて劣っ

た肉体をとるなどということは、
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考えられな

いことなの

です。しか

しパウロは、

キリストが

肉体をとったからこそ、人間の罪

が取り除かれ、救いが実現したと

して、こう言います。ローマの信

徒への手紙８章２－４節。

2 キリスト・イエスによって命を

もたらす霊の法則が、罪と死との

法則からあなたを解放したからで

す。 3 肉の弱さのために律法がな

しえなかったことを、神はしてく

ださったのです。つまり、罪を取

り除くために御子を罪深い肉と同

じ姿でこの世に送り、その肉にお

いて罪を罪として処断されたので

す。 4 それは、肉ではなく霊に従

って歩むわたしたちの内に、〔結

果として〕律法の要求が満たされ

るためでした。

十字架に表わされた真理は、常

識の目にはまるで見えません。そ

の価値も意義も理解できません。

愚かにしか見えないのです。パウ

ロが言うとおりです。しかし信仰

の経験と事実は、十字架の持つ力

と価値と意義とを明らかに示すの

です。コリントの信徒への手紙一

１章１８－２５節。

1:18 十字架の言葉は、滅んでい

く者にとっては愚かなものです

が、わたしたち救われる者には神

の力です。1:19 それは、こう書

いてあるからです。「わたしは知

恵ある者の知恵を滅ぼし、／賢い

者の賢さを意味のないものにす

る。」1:20 知恵のある人はどこに

いる。学者はどこにいる。この世

の論客はどこにいる。神は世の知

恵を愚かなものにされたではない

か。1:21 世は自分の知恵で神を

知ることができませんでした。そ

れは神の知恵にかなっています。

そこで神は、宣教という愚かな手

段によって信じる者を救おうと、

お考えになった

のです。1:22 ユ

ダヤ人はしるし

を求め、ギリシ

ア人は知恵を探

しますが、1:23

わたしたちは、

十字架につけら

れたキリストを

宣べ伝えています。すなわち、ユ

ダヤ人にはつまずかせるもの、異

邦人には愚かなものですが、1:24

ユダヤ人であろうがギリシア人
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であろうが、召された者には、神

の力、神の知恵であるキリストを

宣べ伝えているのです。1:25 神

の愚かさは人よりも賢く、神の弱

さは人よりも強いからです。

神はキリストのたどった下りコー

スの生涯をよしとされました。朽ち

果てるべき肉体をとることをよしと

されました。御子が「罪深い肉と同

じ姿」で世に下ることをよしとされ

たのです。ここに愛があるのです。

ヨハネの手紙一４章９－１２節。

4:9 神は、独

り子を世にお

遣わしになり

ました。その

方によって、

わたしたちが

生きるように

なるためです。ここに、神の愛が

わたしたちの内に示されました。

4:10 わたしたちが神を愛したの

ではなく、神がわたしたちを愛し

て、わたしたちの罪を償ういけに

えとして、御子をお遣わしになり

ました。ここに愛があります。4:

11 愛する者たち、神がこのよう

にわたしたちを愛されたのですか

ら、わたしたちも互いに愛し合う

べきです。4:12 いまだかつて神

を見た者はいません。わたしたち

が互いに愛し合うならば、神はわ

たしたちの内にとどまってくださ

り、神の愛がわたしたちの内で全

うされているのです。

「名誉のコース」クルスス・ホ

ノールムを上っていくことを望

み、達成のために努力することが

常識の社会では、キリストの生涯

はまったくナンセンスな生涯で

す。霊魂(魂)が優位にあり、肉体

が劣位にあることを常識とする世

界では、キリストの生涯は躓きで

す。しかし神は、その生涯によっ

て達成されるべきものを知ってお

られたのです。キリストは名誉の

階段を上り詰めて王となり、彼に

ぬかずく僕たちを勝ち得たのでは

ありません。王になったと言うな

らば、彼は僕になることによって、

王となったのです。そして彼が即

位し着座した十字架は、無惨な出

来事であるにもかかわらず人々を

引き寄せ、十字架の物語は人々に

救いと慰めを与えたてきたので

す。「神さまの思い」は十字架を

その視野の中に収めていたので

す｡それは愛が可能にする視野な

のです。キリストは「善きサマリ

ア人の譬え」が示すように人々の
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隣人として生き、人々のためにそ

の生涯を使い尽くすことによっ

て､兄弟愛の国の王となったので

す｡マルコによる福音書は､主イエ

スの言葉をこう伝えています｡

１０章４５節。「人の子は仕えら

れるためではなく仕えるために、

また、多くの人の身代金(贖いの

代価)として自分の命を献げるた

めに来たのである。」

主イエスを通してなされた御業

を憶えつつ、２０１８年の残りの

日々を、また新しい１週間を歩み

出しましょう。

2018.12.30 日本基督教団千歳丘教会
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1:1 初めに言があった。言は神と

共にあった。言は神であった。

1:2 この言は、初めに神と共にあ

った。

1:3 万物は言によって成った。成っ

たもので、言によらずに成ったもの

は何一つなかった。

1:4 言の内に命があった。命は人

間を照らす光であった。

1:5 光は暗闇の中で輝いている。

暗闇は光を理解しなかった。

1:6 神から遣わされた一人の人が

いた。その名はヨハネである。

1:7 彼は証しをするために来た。

光について証しをするため、また、

すべての人が彼によって信じるよう

になるためである。

1:8 彼は光ではなく、光について

証しをするために来た。

1:9 その光は、まことの光で、世

に来てすべての人を照らすのであ

る。

1:10 言は世にあった。世は言によ

って成ったが、世は言を認めなか

った。

1:11 言は、自分の民のところへ来

たが、民は受け入れなかった。

1:12 しかし、言は、自分を受け入

れた人、その名を信じる人々には

神の子となる資格を与えた。

1:13 この人々は、血によってでは

なく、肉の欲によってではなく、人

の欲によってでもなく、神によって

生まれたのである。

1:14 言は肉となって、わたしたち

の間に宿られた。わたしたちはそ

の栄光を見た。それは父の独り子

としての栄光であって、恵みと真

理とに満ちていた。

1:15 ヨハネは、この方について証

しをし、声を張り上げて言った。

「『わたしの後から来られる方は、

わたしより優れている。わたしより

も先におられたからである』とわ

たしが言ったのは、この方のこと

である。」

1:16 わたしたちは皆、この方の満

ちあふれる豊かさの中から、恵み

の上に、更に恵みを受けた。

1:17 律法はモーセを通して与えら

れたが、恵みと真理はイエス・キ

リストを通して現れたからである。

1:18 いまだかつて、神を見た者は

いない。父のふところにいる独り子

である神、この方が神を示された

のである。
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1:1 !En ajrch'/ h\n oJ lovgo", kai; oJ lovgo"

h\n pro;" to;n qeovn, kai; qeo;" h\n oJ

lovgo".

1:2 ou|to" h\n ejn ajrch'/ pro;" to;n qeovn.

1:3 pavnta di! aujtou' ejgevneto, kai;

cwri;" aujtou' ejgevneto oujde; e{n. o}

gevgonen

1:4 ejn aujtw'/ zwh; h\n, kai; hJ zwh; h\n to;

fw'" tw'n ajnqrwvpwn:

1:5 kai; to; fw'" ejn th'/ skotiva/ faivnei,

kai; hJ skotiva aujto; ouj katevlaben.

1 : 6 ! E g e v n e t o a [ n q r w p o "

ajpestalmevno" para; qeou', o[noma

aujtw'/ !Iwavnnh":

1:7 ou|to" h\lqen eij" marturivan, i{na

marturhvsh/ peri; tou' fwtov", i{na

pavnte" pisteuvswsin di! aujtou'.

1:8 oujk h\n ejkei'no" to; fw'", ajll! i{na

marturhvsh/ peri; tou' fwtov".

1:9 !'Hn to; fw'" to; ajlhqinovn, o}

fwtivzei pavnta a[nqrwpon, ejrcovmenon

eij" to;n kovsmon.

1:10 ejn tw'/ kovsmw/ h\n, kai; oJ kovsmo"

di! aujtou' ejgevneto, kai; oJ kovsmo"

aujto;n oujk e[gnw.

1:11 eij" ta; i[dia h\lqen, kai; oiJ i[dioi

aujto;n ouj parevlabon.

1:12 o{soi de; e[labon aujtovn, e[dwken

aujtoi'" ejxousivan tevkna qeou' genevsqai,

toi'" pisteuvousin eij" to; o[noma aujtou',

1:13 oi} oujk ejx aiJmavtwn oujde; ejk

qelhvmato" sarko;" oujde; ejk qelhvmato"

ajndro;" ajll! ejk qeou' ejgennhvqhsan.

1:14 Kai; oJ lovgo" sa;rx ejgevneto kai;

ejskhvnwsen ejn hJmi'n, kai; ejqeasavmeqa

th ; n do v xan au jtou ' , do v xan w J"

monogenou'" para; patrov", plhvrh"

cavrito" kai; ajlhqeiva".

1:15 !Iwavnnh" marturei' peri; aujtou'

kai; kevkragen levgwn, Ou|to" h\n o}n

ei\pon, @O ojpivsw mou ejrcovmeno"

e[mprosqevn mou gevgonen,

o{ti prw'tov" mou h\n.

1:16 o{ti ejk tou' plhrwvmato" aujtou'

hJmei'" pavnte" ejlavbomen kai; cavrin

ajnti; cavrito":

1:17 o{ti oJ novmo" dia; Mwu>sevw" ejdovqh,

hJ cavri" kai; hJ ajlhvqeia dia; !Ihsou'

Cristou' ejgevneto.

1:18 qeo;n oujdei;" eJwvraken pwvpote:

monogenh;" qeo;" oJ w]n eij" to;n kovlpon

tou' patro;" ejkei'no" ejxhghvsato.


